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１．研究計画の概要 
 
 本研究は極値的円板のアイデアを主な手
段として，双曲正多角形を基本領域にもつ双
曲的閉曲面の等角同値による分類を行い，モ
ジュライ空間をより深く理解することであ
る。具体的には次を考察することである。 
 
(1) 双曲正多角形を基本領域にもつ種数

３のコンパクトリーマン面のワイエルシュ
トラス点の探求 
 
(2) 種数２のリーマン面に対する極値的

円板の中心点，ワイエルシュトラス点，オー
バルの相互関係の解明 
 
(3) 双曲正多角形を基本領域にもつ種数

２と３のコンパクトリーマン面の等角同値
による分類 
 
(4) 極値的円板をもつ種数４，５，６のク

ライン面の決定と解析 
 
２．研究の進捗状況 

 
(1) 種数３の極値的リーマン面で超楕円

的なものに対してワイエルシュトラス点は
得られているので，この手法を極値的でない
超楕円的なものに対して適用することを試
みている。具体的には，超楕円的対合を構成
し，その固定点を基本領域の辺の貼り合わせ
方から求めることである。 
 
(2) 対象は種数２の極値的な対称リーマ

ン面である。これに対しては極値的円板の中
心点は高々４個，ワイエルシュトラス点は６

個であり，これらの位置は既に得られている。
オーバルは反等角自己同型写像の固定点集
合であり，高々３個の単純閉曲線であるので，
その位置関係の数式化を試みている。 
 
(3) 種数２と３のいずれに対しても極値

的な場合に等角同値による分類が得られて
いる。同様の手法で，辺の数が少ない正多角
形に対しても調べている。 
 
(4) 種数４と５に対して極値的クライン

面がすべて決定できた。種数４の場合は 144
種類存在し，このうち極値的円板を２個含む
ものは２２種類である。種数５の場合は 3627
種類の極値的クライン面が存在し，このうち
極値的円板を２個含むものは１７種類であ
る。種数４，５のいずれの場合も極値的円板
が３個以上含まれることはない。また，極値
的円板の中心点も基本領域上に正確に得る
ことができ，自己同型群も得ることができた。 
これら以外に次の結果を得ている。 
 
(5) k 個の境界をもつ単葉型クライン面で

位数 mの自己同型写像をもち，それによる商
空間の代数的種数が p となるものに対して，
位数 m が３より大きい素数の場合に k, m, p
の関係から自己同型群を確定させた。 
 
(6) 正８角形を基本領域にもつ種数２の

コンパクトリーマン面に対して，単純閉測地
線の長さを用いて，タイヒミュラー空間上に
おける７次元の同次座標を具体的に与える
ことができた。そしてこのタイヒミュラー空
間を７つの変数をもつ方程式により特徴付
けることができた。 
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３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
(1) 種数３の超楕円的なリーマン面に対

してワイエルシュトラス点を求める問題は，
種数２の場合と同様の手法で解決できると
予想されるため。 
(2) 種数２のリーマン面に対する極値的

円板の中心点，ワイエルシュトラス点，オー
バルの相互関係を求める問題は，既にそれぞ
れの位置が得られているため。 
(3) 双曲正多角形を基本領域にもつ種数

２と３のコンパクトリーマン面の等角同値
による分類については，極値的な場合に対し
て種数２と３のいずれの場合も完成してい
るため。 
(4) 極値的円板をもつ種数４，５，６のク

ライン面の決定が最も解析に時間を要する
問題と思われるのであるが，コンピュータの
利用により計算が順調に進展しており，残す
は種数６のみになったため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
  
(1) 種数３のコンパクトリーマン面のワ

イエルシュトラス点を求める問題は，超楕円
的ならば種数２の場合の議論が適用できる
と思われる。従って種数２の手法を再度精査
する。 
(2) 極値的円板の中心点，ワイエルシュト

ラス点，オーバルの相互関係を求める問題は，
自己同型写像がどのように作用しているか
を調べて，自己同型不変な集合を求めること
により解決を試みる。 
(3) 等角同値による分類の問題は極値的

な場合には完成しているので，これ以外の場
合に対しても，基本領域である正多角形に含
まれる最大半径の円板の配置を考察するこ
とにより，自己同型群を求めて等角同値性を
調べる。 
(4) 極値的円板をもつ種数６のクライン

面を決定する問題に対しては，極値的円板の
中心点を求め，そしてその位置関係と基本領
域である正３０角形の辺の貼り合わせ方か
ら自己同型群を決定させる。対象は膨大であ
るが，コンピュータを活用して迅速に進める
ことにより解決を試みる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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